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調べた。その結果， α(Mg)zβ(Fe)z と α(Fe)zβ(Mg)z はともに酸素親和性の特別に低い構造をとることが分か
った。この結果は， MgPP がデオキシ型構造をつよく安定化することを示唆する。
以上， PP -Fe 及び Mg-Fe 混成ヘモグロビンの研究を通じて得られた知見を基に，酸素親和性制御の仕組みにつ
いてつぎのように解釈した。まず， α鎖における近位ヒスチジンのポルフィリン面からの距離が同じヘモグロビン中に










結合によって平面内に入ることと ， ß鎖では，酸素結合を阻害する位置にある El1バリンの移動が，重要と考えられてき
た。
鉄イオンを他の金属イオンに置き換えると，配位数や結合距離などが変化し，ヘモグロビン分子全体の性質を変化さ









と， β鎖の Ellパリンの動きで，構造変化がひきおこされるという考えは，ほとんど定説になっているが， β鎖ではさら
に違った自由度も考える必要があること厄なる。
以上のように，この論文はヘモグロビンの構造変化のメカニズ、ムの研究に，重要な貢献をしたと認められ，学位論文
として価値あるものと認める。
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